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Abstract 
The purpose of this research is to propose classes that will foster students' ability to imagine what children are like. 

In March 2017, Course of study for kindergarten and Guidelines for Nursery Care at Day Nursery were announced, 
the ‘qualities and abilities that you want to foster’ and the ‘the kinds of people you want the children to grow up to be 
by the end of childhood’ were presented, and emphasis was placed on the processes for linking them (conceptual ability 
pertaining to nursery care and practical ability pertaining to nursery care). However, as students find it difficult to 
imagine what children are like, it was predicted that understanding the content of the classes will also be difficult. In 
particular, with regard to the area of ‘Human relationships’, as qualities and abilities are obtained through interacting 
with people, it was predicted that it would be effective to experience how children change as a result of interacting with 
people, while actually spending time with children and empathizing and communicating with them. This research 
discusses methods for understanding lesson content through one's own experiences, that is, through having experienced 
a variety of ways that children can be. 
 
 

１．はじめに 

 子どもは人との関わりの中で発達していく。特に人

間の初期経験、初期環境は子どもの発達にとって大き

な影響を及ぼす（藤永・斎賀・春日・内田，1987）。こ

れは社会的隔離児と呼ばれる子どもの事例によって示

されている。社会的隔離児とは、母性的養育、大人と

の関わり、社会的・文化的な環境や経験などの欠如や

それによる栄養不給状態が、出生直後あるいは極めて

早期から 5年以上の長期に渡り続き、それによって重

度な発達遅滞が引き起こされている子どもをいう（藤

永ら，1987）。社会的隔離児が監禁や幽閉状態から救出

された時は、身体、運動、認知、言語発達など各々の

発達において、同年齢の子どもに比べ暦年齢よりかな

り幼い年齢と同程度の体格で、歩行がままならなかっ

たり、ほとんど発話ができなかったりと重度の発達遅

滞を示している。しかし、救出後の望ましい対人関係

や愛着の成立によって、社会的隔離児は急速に成長し

ていく（藤永ら，1987）。特に、母性的養育の剥奪・喪

失 1 (maternal deprivation)は、単なる子どもと養育

者との情動交流のような心理的交流の欠如だけではな

く、複合的な発達環境の貧困（deprivation）をはらん

でいる（藤永ら，1987）。例えば、養育者が子どもに愛

着を持たなければ、養育者が子どもに玩具や絵本、TV

などを与えないために文化的環境に接する機会が奪わ
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れたり、意志を伝え合うという社会的交流の欠如が生

じ、コミュニケーションの手段でもある言語が奪われ

たりする。また、子ども同士の関係であっても成人が

媒介になるため、子ども同士の関係も剥奪され社会的

隔離が生じる。このように、母性的養育の剥奪・喪失 

(maternal deprivation)は複合的な発達環境の貧困

（deprivation）を引き起こすのである（藤永ら，1987）。

このことは、人間の成長が生得的なプログラムに従い

成熟すれば解発されるというものでもなく、身体的成

長でさえも、愛着の形成などの対人的・社会的環境が

与えられなければ発達が遅滞するのである（藤永ら，

1987）。これらから、乳幼児期の子どもにとって人との

関わりが重要な意味を持つといえる。 

２．領域「人間関係」の取り扱う内容 

 では、前記のような初期環境に関することは、平成

29 年 3月告示の幼稚園教育要領（以下、教育要領とす

る）、保育所保育指針（以下、保育指針とする）、幼保

連携型認定こども園教育・保育要領（以下、認定こど

も園要領とする）では、どのように扱われているのだ

ろうか。 

愛着形成や他者に対する信頼感は、保育指針、認定

こども園要領の、「乳児保育」の基本的事項とねらい及

び内容「身近な人と気持ちが通じ合う」において示さ

れている。ここでは、愛着形成や保育者との信頼感を

築くことが「ねらい」に示されている。乳児より上の

年齢（1歳以上）の領域「人間関係」の「ねらい」は、

保育者との愛着形成や他者への信頼感を土台とし、次

の３つの力を育成することである。１つ目は、人と関

わる力を養うこと、2 つ目は人との関わりを通して自

立心を育てること、3 つ目は社会生活における望まし

い習慣や態度を身につけることである。人と関わる力

とは、信頼感を持ち、その信頼感を支えに自分の生活

を確立することによって培われる（保育所保育指針解

説，2018 年）。「自分の生活を確立する」については、

自分の 1日の日課を確立するという意味だと解釈する

ことにする。自立心とは、自分の力で行動することで

ある。望ましい習慣や態度とは、道徳性、規範意識、

公共心などである。 

 教育要領等では、保育者との情動的な交流により愛

着を形成し、信頼関係の中で子どもの中に自己肯定感

が育まれていくことの大切さにも言及しているが、多

くは、人との関わりを通して資質や能力を獲得するこ

とが求められていると思われる。それは、平成 29 年 3

月告示の教育要領、保育指針等の中で「幼児教育を行

う施設として共有すべき事項」が新たに加えられたこ

とから推測できる。その共有すべき事項とは、３つの

「育みたい資質・能力」と、10 の「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」である。まず、「育みたい資質・

能力」は、①「知識及び技術の基礎」の習得と、②習

得した知識や技術を使用し、思考したり、判断したり、

表現したりする「思考力、判断力、表現力等の基礎」

を身につけることと、③心情、意欲、態度が育つ中で

より良い生活を営もうとする「学びに向かう力、人間

性等」である。これらの「育みたい資質・能力」は領

域のねらい及び内容に基づいた保育活動全体で育むと

される。そして、「育みたい資質・能力」が育まれた具

体的な姿が、１０の「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」である。

 

 

表 1 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（領域「人間関係」関連部分抜粋） 

「自立心」：身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分の力

で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動する

ようになる。 

「協同性」：友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫し

たり、協力したり、充実感を持ってやり遂げるようになる。 

「道徳性・規範意識の芽生え」：友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことがわかり、自分の行動

を振り返ったり、友達の気持ちに共感したり、相手の立場に立って行動するようになる。また、きまりを守る必要

性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いをつけながら、きまりをつくったり、守ったりするようにな

る。 

「社会生活との関わり」：家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人

との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつよ

うになる。また、保育所（幼稚園及び幼保連携型認定こども園）内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必

要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝えあったり、活用したりするなど、情報を役立てながら

活動するようになるとともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するように

なる。  

            （厚生労働省.（2017）.平成 30 年度保育所保育指針より.下線部筆者加筆） 
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そのうち、領域「人間関係」のねらい及び内容に基

づく姿は、「自立心」、「協同性」、「道徳性・規範意識の

芽生え」、「社会生活との関わり」であり、５領域の中

で一番多く示されている（表 1）。「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」は、就学目前の姿を想定してお

り、保育の到達目標ではないとされる。しかし、明確

な幼児教育の方向性が示されていることは間違いない。 

 では、学生にとって、この「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」はどのように映るのだろうか。保育

指針解説書（厚生労働省，2018）では、就学前の具体

的な姿について詳細に述べられているが、それまでの

発達過程については抽象的にしか述べられていない。

様々な要因の相互作用や積み重ねにより資質や能力が

獲得されていくと思われるため、記述が困難かもしれ

ない。しかし、保育を実践している保育者には具体的

な記述がなくとも発達過程を予想できるが、保育経験

の乏しい学生には困難であると思われる。工藤（2017）

は、実習後、学生に実習での事例をもとに指導計画を

作成させたが、学生は発達過程や年齢的傾向、各々の

発達のつながりを考慮して立案することが困難であっ

たと報告している。その理由として、学生は子どもの

発達を知識として理解していても、実際の子どもの姿

を想像することが困難であったためと思われる（工藤，

2017）。よって、学生は「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」から、その発達段階ごとの子どもの姿を想

像できないため、具体的な子どもの姿のみ認知するで

あろう。結果として、学生には「就学前までに達成し

なければならない姿」として映る可能性がある。この

ことは、将来保育者になった時に「きまりをつくった

り、守ったりする」姿にするために、「きまりを守らな

い」という行動のみを指導する可能性をはらんでいる。 

今回の改訂では、明確な目標（「育みたい資質・能力」）

が提示され、その目標を達成すると具体的に観察可能

な姿（「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」）とし

て現れるという評価基準に近いもの(結果)が提示され

た。しかし、重要であるのは結果ではなく、保育をど

のように構想し実践していくかという、目標と結果を

つなぐ「過程」である。そのような保育を構想するた

めには、それぞれの資質・能力がどのように獲得され

ていくのか、その発達過程を理解していないといけな

い。それがまだ困難である学生には、「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」のみが先行してしまう恐れが

あると思われる。 

 さらに、「育みたい資質・能力」や「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」には、一人一人の子どもが保

育者と愛着を形成し、基本的信頼を獲得し、安心して

自己を十分発揮し、それを保育者に受け止められると

いう相互的、情動的な交流が子どもの発達には重要で

あるという視点が十分反映されていないように思われ

る。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」のみが先

行してしまわないために、この保育者との情動的な関

わりを関連付けて、学生に「育みたい資質・能力」や

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を学ばせる

必要があると思われる。 

３．問題の所在 

 前記より重要なのは、目標（「育みたい資質・能力」）

と結果（「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」）を

結ぶ過程（保育構想力、保育実践力）であると思われ

る。しかし、学生は、保育を構想するために必要な子

どもの姿を想像することが困難であるため、発達過程

を真に理解できず、結果として子どもの発達に合った

保育を構想することが困難であると思われる（工藤，

2017）。この子どもの姿を想像することの困難さが、授

業の内容理解の困難さにつながっているのではないだ

ろうか。 

よって、本研究の問題の所在は、領域「人間関係」の

授業方法に関する先行研究を検討し、学生の想像力を

育成する授業を提案することにある。 

４．保育内容「人間関係」の授業方法に関する先行研

究の分析 

 笠原・吉川・高杉（2016）は、領域「人間関係」の

テキストの内容について分析を行っている。笠原ら

（2016）によると、テキストの構成は大きく 4つに分

類できるという。１つ目は、教育要領や保育指針にお

ける領域「人間関係」のねらい及び内容等の解説であ

る。2 つ目は子どもの人間関係に関わる理論と、保育

者の役割・援助の解説である。3 つ目は保育者同士の

人間関係や関係機関との共同に関する解説である。4

つ目は人との関わりが難しい子どもや気になる子ども

の人間関係の広がりと保育者の援助の解説である。笠

原ら（2016）は、これらのテキストを用いた座学では、

学生に知識を学ばせることは可能であるが、領域「人

間関係」のねらいや内容を理解して、援助・指導を行

えるように学習させるところまでは困難ではないかと

述べている。そこで、座学（知識）と実習および実践

を結び付けるような授業方法「みる・きく・感じる・

共有する」活動の枠組みモデルを提案している（笠原

ら，2016）。この枠組みモデルとは、具体的には以下の

通りである。まず、保育場面の映像を学生に見せ、あ

る特定の子どもの保育場面での言動から、その背景や

その時の子どもに対する保育者の援助とその意図を読

み取らせる。その映像を見たときに学生自らが「みて」

「きいて」「感じた」ことを記録に取り、その記録を小

グループやクラス全体で「共有する」という活動モデ

ルである。笠原ら（2016）は、学生自らが「みて」「き

いて」「感じた」ことを他者と「共有する」ことで、学
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生自身の「みて」「きいて」「感じる」ことが深まり、

それが学生の保育に対する構えが変化すると述べてい

る。より実践的な学びを学生に提示する指導法では、

笠原らのように保育場面の映像を利用したり、あるい

は実践事例などを用いたりして、学生にその時の子ど

もの内面理解や保育者の援助について読み取らせ、学

生に振り返りをさせるという方法が行われている（e.g.

向居，2015）。この授業方法より、学生に領域「人間関

係」のねらい及び内容を理解させ、保育者の援助に対

する理解も促進されるため、学生が援助を考える上で

有効な授業方法といえる。 

 また、阿部・志賀（1980）は、理論と実践とのギャ

ップを埋め、子どもや保育の理解を深める授業方法と

して、シミュレーション的手法を提案している。シミ

ュレーションとは、保育現場に似た状況下で、保育者

として、様々な場面を練習することであるとし、具体

的には、①ビデオ・インフォメーション、②マイクロ

ティーチング、③ロールプレイイングという３つの方

法を挙げている（阿部・志賀，1980）。①ビデオ・イン

フォメーションとは、学生に、保育者はどのような場

面でどのような援助をしているのかをビデオで提示す

る方法である。これは、保育の援助のポイント把握と

幼児理解を促進することが目的である。②マイクロテ

ィーチングは、保育の１部について保育計画を作成し、

それに従って保育を行い、フィードバックし、保育計

画等を修正し、再び保育を実施する方法である。これ

は、理論と実践とのギャップを埋めるために実施する

方法である。③ロールプレイングは、学生が保育者、

子どもと役割を決めて、劇形式で保育場面を再現する

ことで、それぞれの役割を理解する方法である。これ

は、人間関係の具体的理解、子どもの心と行動の理解、

保育者の留意点の把握のために有効である（阿部・志

賀，1980）。上記の②③を合わせて、模擬保育として実

施する場合もある。阿部・志賀（1980）は、学生に何

を身につけさせたいかという教師側の目的によって、

３つの方法を組み合わせることで、効果的に学生の理

解を促進することができると報告している。また、学

生が実際の保育に対して漠然に抱く不安がシミュレー

ション的手法によって具体化するため、学生自身が保

育者として身につけなければいけない技術や準備等を

再検討でき、保育者としての自己変革を目指すことも

可能になるとしている（阿部・志賀，1980）。 

同様に、赤堀（2007）もロールプレイングを授業に

取り入れることで、学生が「保育者としてのわたし」

として自覚的に振る舞うことによって、保育者として

の技術を広げるような関わり方を学ぶことができると

述べている。また、ロールプレイングは保育場面の人

間関係やその関係を取り巻く状況の理解を深められる

と述べている（赤堀，2007）。ただマニュアル的に技術

として保育援助を考えるのではなく、対面する他者や

自分自身を理解しながら、どのような行動が可能であ

るのかを考えていくことができるという意味で、ロー

ルプレイングは有効であると赤堀（2007）は述べてい

る。この考え方は領域「人間関係」にとって重要であ

る。なぜなら、人と関わるということは、必ず相互的

であり、お互いに影響を与え合う。そして、そのよう

な人との関わりの中で人は発達していくからである。

また、人との関わりを通して発達するのは子どもだけ

ではなく、子どもに関わる保育者自身も発達していく

ことも意味している。そのような相互作用的な人間関

係の中で、社会的に必要な能力が身についていくので

ある。したがって、領域「人間関係」という科目では、

子どもと保育者との相互作用的な関わりを意識させな

がら、「育みたい資質・能力」や「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」を理解させることが重要であると

思われる。 

５．子どもの姿を想像する力の育成 

 領域「人間関係」における授業方法の先行研究を概

観してきたが、ロールプレイングという方法が、単に

保育技術の理解や知識の深化だけではなく、その時の

人間関係の理解にも有効な方法であることがわかった。

特に領域「人間関係」は、人との関わりを通して、自

立心、規範意識などを獲得すると考えられていること

から、ロールプレイングは有効な授業方法であると思

われる。 

 しかし、上記の方法では、「発達」という視点が抜け

落ちていないだろうか。ロールプレイングは大人が子

どもの役割を演じる。あくまでも学生の抱く「子ども」

という概念に基づく「子どもの行動」である。年齢に

あった子どもの姿を想像することが難しい学生にとっ

て（工藤，2017）、年齢にあった子どもの反応を予想し

て演じることは難しいのではないだろうか。つまり、

学生は過去の自分の姿などを想起し、子どもらしい振

る舞いを演じることは可能であっても、発達を考慮し

た子どもの反応を演じられないかもしれないため、ロ

ールプレイングを行っても形式的なやりとりになって

しまい、マニュアル的な保育技術の習得に留まってし

まうのではないだろうか。 

では、子どもと保育者との相互作用的な関わりを意

識させ、発達を考慮した子どもの姿を想像する力をど

のように育成したらよいだろうか。学生にとって、子

どもの姿の想像が困難な理由として、実際に子どもの

姿に触れる機会が少ないことがある。つまり、学生は

子どもとの相互的なやりとりの経験が少ないので、同

じ投げかけでも年齢によって子どもの反応が大きく異

なることや、自分の投げかけが子どもの内面にどのよ
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うな変化を生じさせ、それがどういう反応として自分

にかえってくるのかということが予想できないだろう。

要するに、インプットされる子どもの姿がなければ、

アウトプットは難しいのである。もちろん、そのため

に保育実習があるのだが、授業としての実習の機会は

限られている。 

そこで、授業の中で、実際に保育所等に出かけ、子

どもと関わる機会を作ってはどうだろうか。子どもと

の関わりについてあらかじめ予想をたてておき、子ど

もと関わってみる。それで、その時、心に感じたこと、

体験したことを持ち帰り、授業の中で振り返りを行う。

そのような機会を増やせば、年齢によって子どもの反

応が異なること、自分の投げかけが子どもの心にどう

響き、どのような反応として自分にかえってくるのか

など、実感として身につくだろう。実際の子どもの反

応について、振り返りの時間で理論の裏付けを行えば、

子どもに対する理解や、授業内容の理解度も向上する

のではないかと思われる。 

学生が実際に子どもと関わり、やりとりを経験した

時に、自分の心に沸き上がってくる感情を体験する、

そのような子どもとの情動交流体験が、学生の想像力

を育成していくのではないかと考える。 

６．おわりに 

 教育要領等の改訂に伴い、新たな「育みたい資質・

能力」「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」という

事項が加えられ、より目指すものが具体的に提示され

た。その目標が具体的であるほど、発達過程を理解し

ていないと、子どものできない行動ばかりに目がいき、

子どもの内面世界の理解が置き去りになりかねない。

そうなると、子どもはもちろん不幸であるが、保育者

自身も窮屈な思いをすることになるだろう。 

保育を行う側の「こういう力を子どもにつけたい」

という思いが強すぎると、子どもが見ている豊かな世

界、子どもが感じる独自の世界に、保育者が思いを馳

せる余裕がなくなるのではないだろうか。学生には、

子どもの人との関わりに関する発達の過程の豊かさ、

子どもとのやりとりの中での、子どもとの情動交流を

踏まえて保育の援助を考えられるような想像力を育成

することが重要であろう。 

また、領域「人間関係」のねらい「人と関わる力」

の解釈がとても限定的であるように思われる。確かに

大人との信頼関係から得られる安心感は子どもの自立

を助けるであろうが、それは子どもの自立心の発達に

だけベクトルが向いているわけではない。「人と関わる

力」というものを、子どもたちがどのように発達させ

ていくのか、その豊かな発達過程を学生に理解させる

授業方法も考えていかなければいけないだろう。 

今後の課題として、人との感情を交えた相互的な関

わりの中で保育が展開することを学生に理解させ、そ

の上で保育構想力を育成できるよう、授業の中で保育

所等での関わりを取り入れるという実践を行い、学生

の授業内容の理解度に変化があるか否かを検証してい

く必要があるだろう。 

 

注 

1．藤永ら（1987）は、maternal deprivation につい

て、maternal という語が示すのは母親だけに限らず、

父親、保育者など養育者とも愛着形成が成立すること

から、「母性的養育」のシンボルとして解すべきと述べ

ている。これを踏まえて、maternal deprivation を「母

性的養育の」剥奪、喪失と表現した。 
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